
今日は、お正月。キッペイはウキウキしていた。
親
しん
戚
せき
みんなで集

あつ
まって、新年のあいさつをした。

いとこたちとも、ひさしぶりにあうことができた。
公園に行って、たこあげをした。速

はや
く走ると、とっても高

く飛
と
ぶ。キッペイは、あせだくになって楽しんだ。
家に着くと、ドッとつかれが出てきた。

「ああ、つかれた。お風
ふ
呂
ろ
に入って、早くねむりたいな。」

「今日は、お風
ふ
呂
ろ
は入れないよ。」

お母さんの言
こと
葉
ば
におどろいた。

「ええっ？　どうして？」
「縁

えん
起
ぎ
が悪

わる
いからだよ。むかしはお風

ふ
呂
ろ
に入るとき、まきを

もやしてかまどに火をつける必
ひつ
要
よう
があったんだ。かまどに

火を入れないことで、かまどの神
かみ
様
さま
をむかえ入れるの。お

風
ふ
呂
ろ
に入ると、水に流

なが
してしまうことになるから、正月は

お風
ふ
呂
ろ
に入らないんだよ。」

「でも──。今はまきなんて使
つか
わないのに。」

「伝
でん
統
とう
って、そういうものよ。お風

ふ
呂
ろ
は明日以

い
降
こう
に入りなさ

い。」
「うーん、でも──。」

キッペイは、お風
ふ

呂
ろ

に入るべきでしょうか。入らないべきで
しょうか。あなたの考えと理

り

由
ゆう

を書きましょう。

話し合って考えたことを書きましょう。

年　　　組　（　　　　　　　　　　　　）

伝
でん
統
とう
かあ──。

伝
でん
統
とう
は大

だい
事
じ
かもしれない

けれども、走り回って、
あせをいっぱいかいたんだし、今日はお風

ふ
呂
ろ
に入りたい。

お正月のお風
ふ

呂
ろ32 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度　×　個性の伸長




